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Abstract.　The ergasilid copepod Neoergasilus japonicus (Harada, 1930) is described 
using a gravid female from the dorsal fin of a redbelly tilapia, Tilapia zillii (Gervais, 
1848), in Haebaru Reservoir, Okinawa-jima Island, Okinawa Prefecture, southern Japan. 
The morphology of the first and fourth thoracic legs is reported in detail.




Neoergasilus japonicus の形態，特に本種を同定する際に重要な第 1 胸脚と第 4 胸脚の形態を詳細に記載
した． 
Bull. biogeogr. Soc. Japan 









分布する（Yin, 1956; Gusev and Smirnova, 1964; 
室賀ほか，1974; Kim and Choi, 2003）．近年，本
種は世界の多くの国々に持ち込まれて分布域を
広げている（Nagasawa and Uyeno, 2012）．本種
の雌成体の形態は，わが国では室賀ほか（1974）









































Fig. 1.　Neoergasilus japonicus (Harada, 1930), female, from redbelly tilapia, Tilapia zillii (Gervais, 1848), in Haebaru 
Reservoir, Okinawa Prefecture. A, habitus, dorsal; B, same, lateral; C, leg 1, ventral; D, leg 4, ventral. Scale bars: A, 
B, 0.2 mm; C, D, 0.04 mm.
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　第 1 胸脚（Fig. 1C）の基節に三角形の大きな
突起を有し，内外肢はともに 3 節からなる．外
肢第 2 節外縁の棘は大きな板状を呈し，その末
端は第 3 節を超える．また基節に 1 刺毛，外肢
第 1 節に 1 棘，第 2 節に 1 刺毛，第 3 節に 2 棘
5 刺毛，更に内肢第 1 節に 1 刺毛，第 2 節に 1
刺毛，第 3 節に 2 棘 4 刺毛を有する．第 4 胸脚
（Fig. 1D）の基節は 1 刺毛を備え，ともに 1 節
からなる外肢と内肢はそれぞれ 4 刺毛と 2 刺毛
を有する．
備考　上記の形態的特徴を台湾産標本に基づく
原記載（Harada, 1930）と比較すると，第 4 胸
脚の基節にある 1 刺毛が台湾産標本で示されて
いなかったものの，他の形質はすべて一致した．






と，第 1 胸脚内肢第 3 節に 2 棘 5 刺毛，第 4 胸
脚外肢に 1 小棘 4 刺毛を有し，日本産よりも前
者で 1 刺毛，後者で 1 棘多かった．また，韓国
産雌成体（Kim and Choi, 2003）では第 1 胸脚








1968），英国（Mugridge et al., 1982），イタリア
（Alfonso and Belemonte, 2010）， 米 国（Hayden 
and Rogers, 1998）産には観察されず日本産と同
様であった．なお，第 4 胸脚がともに 1 節の外
肢と内肢を有し，それぞれが 4 刺毛と 2 刺毛を
もつことは本種の顕著な形態的特徴であり，こ
れによって同属他種と容易に区別できる（Kim 
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